
別紙

Ⅰ．事業評価総括表 （令和２年度）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

Ⅱ．事業評価個表（令和２年度）

交付金事業の概要

番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備、維持補修又は
維持運営等措置

1
公共用施設に係る整
備、維持補修又は維持
運営等措置

掛合町防災備品・備蓄倉庫整備
事業

雲南市 1,133,000 1,133,000

掛合町防災備品・備蓄倉庫整備事業

（単位：円）

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額 備 考

交付金事業に関係する市町村の主要
政策・施策とその目標

事業開始年度 令和２年度 事業終了（予定）年度 令和　２年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 雲南市

交付金事業実施場所

　雲南市掛合町は山あいに集落が散在し、その周りを急傾斜地（土砂災害警戒区域）に指定されている区域が多く、降水量や積雪量が多くなると土砂
崩れ等の災害発生が心配されます。特に土砂崩れが発生すると、家屋の倒壊だけでなく生活道路が分断され、孤立してしまう世帯や集落が発生する可
能性も大いにあります。そのような中で住民の防災への意識は高く、自主防災組織の結成や防災・想定訓練を積極的に取り組んでおられます。
　そのような活動の際に大型地図やハザードマップ、現場の情報（写真）の提供を強く要望されますが、それらは災害時にも必要不可欠であることから、
必要な機材を整備し、防災備品を一括管理できる物置を整備することが望まれています。
　そこで交付金を活用し、災害対策の拠点となり現場の情報が集まる雲南市掛合総合センターに大型プリンターやデジタルカメラを整備し、効率的に備
蓄品を管理することで台風シーズンや降雪の時期に備えて防災体制の強化を図るものです。
　雲南市掛合総合センターに整備する防災備品の具体的な内容は以下のとおりです。

・大判プリンター　一式
・デジタルカメラ　２台
・備蓄用物置　一式

【第2次雲南市総合計画（後期基本計画　2015-2024）】
　政策Ⅱ　安心安全で快適なまち《定住環境》
　　施策16　消防・防災対策の推進
　　防災意識の向上と実践、防災施設の整備

施策目標：災害に対する家庭での備えをしている市民の割合
　　　　　　　現状　　30.1％（平成30年度実績）
　　　　　　　目標　　32.0％（令和2年度）

雲南市掛合町掛合

事業期間の設定理由



うち文部科学省分

うち経済産業省分

交付金事業の契約の概要

総事業費 3,905,000 1,133,000

交付金充当額

契約の目的 契約の方法

交付金事業の評価課室 雲南市掛合総合センター自治振興課

掛合総合センターへの防災に係る備品の整備 指名競争入札 土江文具店(雲南市) 1,133,000

計

単位 令和元年度

契約の相手方 契約金額

交付金事業の担当課室 雲南市掛合総合センター自治振興課

0 0

3,905,000 1,133,000

3,905,000 1,133,000

交付金事業の総事業費等 令和　元年度 令和２年度 備考

交付金事業の活動指標及び活動実績

活動指標 令和２年度

5

無

達成度 % 100 100

掛合町掛合総合センターへの防災備
品整備数

活動実績 点 255 5

活動見込 点 255

交付金事業の成果目標及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和　３年度

災害に対する家庭内
での備えをしている市
民の割合　　32.0％

市民アンケートにおい
て「災害に対する家庭
での備え」についての
項目に、していると答え
た数／市民アンケート
回答者数

成果実績 ％

目標値 ％ ３２

達成度 ％

評価年度の設定理由

毎年度のＰＤＣＡサイクルによる事業改善を図るため、事業実施翌年度早期に評価を実施。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

評価に係る第三者機関等の活用の有無

1,133,000


